
平成22年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

平成22年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

平成22年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成21年9月30日) 

平成22年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

修正の理由 

（１）連結－第２四半期累計期間 
 売上高につきましては当社（フォーバル）の売上減に加えて連結上消去される内部取引が当初予想に対して多かったこと
により160億円となる見通しです。それに対し前期に行いました子会社のリストラ効果が当初見通しより販売管理費の削減
に寄与し、営業利益、経常利益につきましては概ね当初予想のとおりの見込みであります。 
 四半期純利益につきましては、特別利益・損失が均衡する見通しであることに加えて子会社の繰延税金資産の見直しに
よる法人税等調整額の大幅な改善を含めた税負担の軽減等により当初の予想30百万円に対して80百万円となる見通しで
す。 
（２）連結－通期 
 売上高につきましては第２四半期累計実績を踏まえて修正しております。営業利益、経常利益は変更ありません。また、
当期純利益につきましても下半期について先行き不透明な状況であることから当初予想より変更ありません。 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年5月20日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 17,000 170 150 30 2.18

今回発表予想(B) 16,000 165 150 80 5.81

増減額(B-A) △1,000 △5 0 50

増減率(%) △5.9 △2.9 0.0 166.7

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

17,605 142 104 3 0.26

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 34,000 400 400 100 7.27

今回発表予想(B) 32,300 400 400 100 7.27

増減額(B-A) △1,700 0 0 0

増減率(%) △5.0 0.0 0.0 0.0

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

34,358 112 17 △1,879 △136.58

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,600 150 230 180 13.08

今回発表予想(B) 5,970 96 220 216 15.69

増減額(B-A) △630 △54 △10 36

増減率(%) △9.5 △36.0 △4.3 20.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

6,586 244 306 173 12.59

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 12,500 220 400 300 21.79

今回発表予想(B) 11,800 170 400 300 21.79

増減額(B-A) △700 △50 0 0

増減率(%) △5.6 △22.7 0.0 0.0

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

12,486 201 338 △2,697 △196.00



（３）個別－第２四半期累計期間 
 個別業績につきましては厳しい需要環境が続いており、電話機、複写機の売上が当初の予想を下回り、売上高は59億７
千万円となる見通しです。原価の低減による利益率向上、販売管理費の削減に努めたものの当初予想より売上高が630百
万円減少したため、営業利益は当初予想150百万円に対して96百万円となる見通しです。 
 経常利益は当初見込んでいた営業外費用を原価に振り替えたことから、概ね当初予想のとおりの見込みです。四半期純
利益は特別利益が特別損失に対し３百万円ほど上回る見通しであることに加え、法人税等調整額を含めた税負担が改善
されたため216百万円と当初予想に対し36百万円増加の見通しです。 
（４）個別－通期 
 売上高、営業利益ともに第２四半期累計実績を踏まえて修正しております。経常利益は変更ありません。また当期純利
益につきましては下半期について先行き不透明な状況であることから当初予想より変更ありません。 
 
 尚、本日子会社フォーバルテレコム（東証マザーズ：コード番号9445）が同じく業績予想の修正を公表しており、今回の修
正はその内容も含めてのものです。 

  
以 上


